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島根県桜江町北西部に分布する漸新統桜江層群
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Oligocene Sakurae Group in the northwestern area 
of Sakurae Town， Shimane Prefecture 

浩一*・小室中i畢

Koichi Nakazawa* and Hiroaki Komuro** 

Abstract 

The Oligocene Sakurae Group consists of basalt Iavas， dacitic pyrocIastic rocks， dacitic welded tuffs and an-
desite Iavas， in ascending order. This group is probably in fault contact with the basement Sangun metamorphic 
rocks， and forms a gentle half basin and not a resurgent dome. Some dikes and plutons are emplaced aIong the 
faults. These structuraI characters suggest the formation of a cauldron closely related with the voIcanic activity 
producing the Sakurae Group. NNW-SSE Strike slip faults cut the Sakurae Group after the formation of the 

cauldron. 
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山陰中~西部には，古第三系の火山岩類・深成岩類か

らなるコールドロンが島弧方向に並んで点在している

(第 1図)(村上， 1974 ;今岡・村上， 1979).このうち，

漸新世の 30Ma以降は日本海のリフテイングステージ

(Tamaki et aI.， 1992;Jolivet叩 dTamaki， 1992;Jolivet et 

aI.， 1994) とされ，この時期の火成活動・構造運動の復

元は日本海形成時のテクトニクスを明らかにする鍵とな

る.

山陰地域には，環日本海地域でもとりわけ漸新世の

コールドロンが集中しており，この時代の火成活動・構

造運動を解明するのには絶好のフィールドである.この

地域の古第三紀コールドロンについては，村上 (1973，

1985) などによって全体像がしだいに明らかにされてき

たが，島根県中央部に広い面積を占めて分布する桜江層

群は，東部を松田・小田 (1982)，西部を山内 (1986)， 

Nakamura (1982) などが部分的に調査しただけで，全

体の層序・構造は明らかになっていない.

本論では，桜江層群分布域中央部の未踏査区域の詳細

な地質図を作成し，層序と構造について記載する.

めじlま

言見

調査地域には，北部に三郡変成帯に属する結晶片岩を

主とした基盤岩類が分布し，これと断層関係で南側に桜

江層群が分布する(第 2・3図).桜江層群の年代は，

フィッショントラック re-etch年代値で 57および63Ma

(Matsuda， 1982) ，フイッショントラック ED2法年代値

で40.6および40.7Ma (松浦， 1989) とされている.
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凡例は第2図と同じ.

。

桜江層群は，デイサイト質の火砕岩・火山岩類を主体

とし(第4図)，玄武岩・安山岩の溶岩を挟在する.東

部では，厚い溶結凝灰岩がみられる.また，基盤岩との

境界付近では，基盤岩由来の不淘汰角喋岩が挟まれる.

全体としては南に緩く傾斜した半盆状構造をなしている

が，一部の断層付近では，断層の走向に平行した急傾斜

を示す.基盤岩との関係は， NE-SW系または NNW-SSE

系の断層によって境されている.NNW-SSE断層系が

NE-SW断層系を切っている.

基盤岩・桜江層群には，安山岩・ヒン岩・グラノファ

イア・トーナル岩・石英斑岩・花嗣斑岩などの大小の岩

脈・岩体が貫入している.これらの岩体の多くは，桜江

層群と基盤岩との境界付近に，断層に沿って貫入してい

る.

これらを覆って，泥岩・砂岩・喋岩からなる鮮新~更

新統の都野津層群が分布する.
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1.基盤岩類

調査地域北部に東西に分布する.三郡変成帯に属する

結晶片岩・変ハンレイ岩からなる.結晶片岩は，主とし

て片状構造の顕著な泥質片岩であるが，部分的に塩基性

片岩を挟在する.変ハンレイ岩は，優黒質で細粒・等粒

状である.

2.桜江層群

松田・小田(1982) によって，桜江岩体東部の川本町

周辺に分布する火山岩類について命名された.松浦
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150 中海浩一・小室裕明

(1989)は，桜江岩体西部の旭層群(山内， 1986) と

合わせて桜江層群を再定義した.本調査地域では，下位

より，不淘汰角喋岩・支武岩溶岩・デイサイト質結晶凝

灰岩・デイサイト質溶結凝灰岩・デイサイト質凝灰岩・

安山岩溶岩に区分される.

2-1.不淘汰角磯岩江津市長良および調査地域東部に

分布する.層厚200m以上.

主に，径 1-3cmの不淘汰の角磯からなる.基質部分

は少なく，ほとんどが基盤岩由来の岩片である.その他

にガラス・石英塊を含む.大人では，結晶片岩の径 1m

以上の巨礁が含まれ，また，デイサイト質凝灰岩の喋も

認められる.変ハンレイ岩が直近基盤に存在するとき

は，喋種にも変ハンレイ岩が含まれる.

2-2.玄武岩溶岩江津市長良で不淘汰角磯岩の上位に

分布する.層厚 80mであるが，北西へ急激に尖滅する.

細粒のカンラン石玄武岩である.江川付近の露頭で

は，クリンカーの存在によって区別される 2枚の洛岩流

が認められる.一枚の溶岩流の上部は細長い気泡やク

ラックに富み，石英によって充填されている.鏡下では

斑状組織をなしており，斑晶には，径0.5-1mmのカン

ラン石(仮像)・ヘマタイトが観察される.石基は完晶

質で，長径約 O.3mmの斜長石マイクロライトと苦鉄質

鉱物があり，変質鉱物として緑泥石・方解石が認められ

る.

2-3.デイサイト質結品質灘灰岩調査地域全域に分布

する.層厚700-10∞m以上.

岩相の側方変化が顕著である.新鮮なものは白~青灰

色を呈し，石英と長石の径 1-5mmの結晶片が目立つ.

岩片は，ほとんど含まれないものから径5mm程度のも

のを多数含むものまで変化に富み，本質喋と異質礁が認

められる.基盤との境界付近では結晶片岩の岩片が本層

中に混在する.また，部分的に砂質になったり，偏平化

した軽石を含む場合もある.

2-4.デイサイト質漕結灘灰岩調査地域東部に三枚の

厚い溶結凝灰岩が認められる.最大層厚は 3∞m であ

る.

ガラス質で黒色に見え，肉眼で長石の結晶が観察され

る.数 mm-2cmの厚さのレンズ状に偏平化した軽石が

ユータキシチック構造をなす.軽石は，完全につぶれて

縞状に見える部分もある.径 1-2mmの火山岩片も多

数含まれる.鏡下では，石英・斜長石の半自形結晶や結

晶片があり，変質鉱物として方解石・緑簾石が認められ

る.

2-5.デイサイト質凝灰岩桜江町谷に分布する.結晶

質のデイサイト質凝灰岩の上位に分布する.東方へ尖滅

する.層厚 80m.

マトリクスがデイサイト質結品質凝灰岩とよく似た岩

相を呈するが，石英・長石の結晶を含まない.また，部

分的に砂質となる.?容結凝灰岩のを含む場合がある.

2-6.粗粒安山岩溶岩調査地域南部に 5枚の溶岩流が

デイサイト質結晶質凝灰岩中に挟在する.層厚 140m.

角閃石輝石安山岩である.肉眼では，径 1-5mm程

度の角閃石と斜長石の斑晶が観察される.小谷川と長戸

路川の聞の地域では自破砕構造をなしている.鏡下で

は，斑状組織が認められ，斑晶として，径 1-4mmの

斜長石，径0.5-1mmの単斜輝石，径 1-3mmの角閃

石が観察される.石基は完品質で，短冊状の斜長石マイ

クロライトが流動方向に配列している.

3.貫入岩類

3-1.石英斑岩西山付近に最大の岩体が桜江層群と基

盤岩との境界の断層に沿って貫入している.小規模の岩

体も断層に沿っているものが多い.桜江層群中よりも基

盤岩側によく貫入している.

斑状組織をなし，斑晶には，径2-3mmの斜長石・

カリ長石が観察される.石基は完品質で，石英・斜長石

の細粒結晶からなり，変質鉱物として緑泥石が認められ

る.

3-2. グラノファイア 調査地域東部に分布する.

細粒，優白質であり，微文象組織をもち，径O.I-lmm

の石英がある.部分的に粗粒化して石英斑岩に漸移す

る.

3-3.トーナル岩 調査地域東部に分布する.グラノファ

イアとの貫入関係は不明である.

等粒状で，石英・斜長石・カリ長石・黒雲母・角閃石

からなる.黒雲母は緑泥石化している.その他，緑簾石・

アクチノ閃石・ジルコンを含む.

3-4.花樹斑岩調査地域西部の基盤中に貫入してい

る.

組粒・斑状である.径 1-3mmの石英・斜長石・カ

リ長石・黒雲母からなる.黒雲母は緑泥石化している.

変質鉱物には緑簾石・褐簾石が含まれる.

3-5.粗粒安山岩桜江町谷住郷に分布する.桜江層群

中に貫入する.

角閃石輝石安山岩である.斑晶には，径 1-2mmの

斜長石・単斜輝石・角閃石が観察される.石基は，短冊

状の斜長石マイクロライトである.変質鉱物として緑簾

石が含まれる.

3-6.無斑品安山岩 主として西部に小規模な岩脈とし

て多数貫入する.

無斑晶の安山岩であり，石基は，径0.5-1mmの斜長

石マイクロライトが流動方向に配列している.

3-7. ヒン岩 桜江町押手と上谷で小規模な岩体が桜江
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層群中に貫入する.

斑状組織を呈し，斑晶には，径 1~3mm の石英・斜

長石・黒雲母・角閃石が観察される.黒雲母は緑泥石化

しており，角閃石は炭酸塩鉱物・緑泥石に変質してい

る.

地質構造

桜江層群と基盤岩との直接の関係を示す露頭は発見で

きなかったが，その境界は，地質図上で地形と無関係に

直線状となるので，断層関係・不整合関係いずれにして

も高角の境界面をなしている.不整合関係の場合は，桜

江層群が比較的緩傾斜なので，基盤に対してアパットす

る高角の不整合面で接していることになる.また，基盤

岩と桜江層群の境界線のずれと桜江層群の地層のずれお

よび変形から， NNW-SSE走向の断層を 3本推定した.

基盤岩と桜江層群との境界付近にはしばしば大小の岩

脈・岩体が貫入している.とりわけ NE-SW方向の境

界に強く規制されているように見え，北東部では石英斑

岩の大きな岩体が貫入している.この岩体は NNW-SSE

系の断層に切られている.

NNW-SSE系推定断層のうち，東部と西部の断層は左

横ずれのオフセットを示す.一方，中央部の断層は，基

盤岩との境界がみかけ上，大きな右横ずれオフセットを

示す.しかし，この断層による桜江層群自体のオフセッ

ト量は小さい.

桜江層群は，全体として南傾斜の緩い半盆状構造をな

す.ただし，東部の NNW-SSE断層の付近では，デイ

サイト質溶結凝灰岩が断層と平行な NNW-SSE走向で

高角の西傾斜をなす単斜構造が認められるので，断層の

活動による変形があったものと判断される.

考 察

桜江層群の火成活動は，デイサイト質火砕岩が主体で

あるが，これに安山岩溶岩が挟在される.また，西部の

北縁は，層序的に本地域における桜江層群の最下部にあ

たり，ここにカンラン石玄武岩の溶岩が分布する.した

がって，江川南岸地域 (Nakamura，1982) と同様に，パ

イモーダルな火成活動であったといえよう.

西部および東部では，桜江層群の北縁に沿って不淘汰

角喋岩が分布する.これは，喋種が直近基盤岩由来の岩

片からなるので，堆積時には縁辺部にカルデラ壁のよう

な急峻な古地形が存在し，そこから供給された崖錐性の

喋岩であることを意味する.こうした角喋岩は，コール

ドロンの縁辺部にしばしば発見される(藤田ほか， 1970; 

村上， 1973;Lipman， 1976).したがって，桜江層群が堆

積した場は，村上(1973)今岡・村上(1979)が明ら

かにしてきたような古第三紀コールドロンの一つである

と思われる.北縁に沿って石英斑岩などの岩体が貫入し

ていることも，この縁辺が，仮に不整合面であったとし

ても断層起源のものであることを示している.

なお， NE-SW走向の境界に沿って石英斑岩などの岩

体が貫入している.このことも，この境界が深部まで

“傷"をもっ断層起源のものであることを示唆してい

る.NNW-SSE走向の推定断層は，この石英斑岩を切っ

ているので，石英斑岩貫入を挿んで少なくとも 2回の断

層活動期があったことになる.

この地域の桜江層群は，全体として南に緩傾斜の半盆

状構造をなしている.桜江層群全体の構造は，江川南岸

に分布する同層群の調査を待つほかないが，盆状構造

は，田万川陥没体など古第三紀コールドロンにしばしば

認められる特徴である.これはまた，新第三紀コールド

ロンの本宿陥没盆地(藤田ほか， 1970)で明らかにされ

た二重陥没構造における第二次陥没の特徴でもあり，

Komuro (1987) は，マグマ噴出後のマグマ溜り崩壊に

ともなう円形陥没として定式化した.上述の 2回の断層

活動期のことも考慮すれば，桜江層群のコールドロンも

こうした二重陥没構造の可能性がある.

NNW-SSE系の断層は，桜江層群を変形させるか切っ

ているので同層群堆積後の活動である.ただし，中央部

の断層は，急傾斜の北縁の右横ずれオフセットにくらべ

て，緩傾斜の桜江層群のオフセット量が小さい.桜江層

群のこの程度のオフセットは，垂直変位だけでも十分に

説明がつく.このことは，この断層による北縁のオフセッ

トが見かけのものであり，断層形成以前からすでに基盤

岩が鈎型にずれていたということである.この鈎型は，

Komuro (1987)の多角形コールドロンの縁辺部の一部

をみているのかもしれない.つまり，最初の断層活動に

よる桜江層群縁辺部の形態は多角形であった可能性が示

唆されよう.

一方，東部と西部の NNW-SSE断層は，北縁のオフ

セット量と緩傾斜の桜江層群のオフセット量がほぼ等し

いので，左横ずれ(走向移動)でなければ説明がつかな

い.なお，東部の断層には，桜江層群を高角度で西傾斜

させる単斜構造が認められるので，西落ちの傾斜移動も

含まれた斜め移動断層であろう.NNW-SSE断層系の活

動時期は，桜江層群堆積後としかいえないが，少なくと

もその傾斜移動成分に関しては，桜江層群に単斜構造を

生成するような変形を与えているので，桜江層群がまだ

未固結であった時期に活動した可能性も考えられる.
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まとめる際には，同教室の山内靖喜教授・中山勝博助教

授に内容についてご討論いただいた.島根大学大学院の

安達勝彦氏には野外で討論をしていただいた.島根大学

農学部附属演習林事務部には，宿舎の便宜をはかってい

ただいた.以上の方々に厚くお礼申し上げる.
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